
１．日時　：　平成２２年３月５日（金）　14:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年12月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全４３件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全５件
　 ・標準型・・・　０件
　 ・簡易型・・・　５件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
－ － － － － － 0

該当なし － － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 0 0 0

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 2 － － － 2

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 2 0 0 0 2

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 2 － － － 2
塗装 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 3 0 0 0 3

工種 計 備考

工種
加算点の合計

計 備考

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第４１回）開催結果の概要

工種
加算点の合計

計 備考

加算点の合計



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全３８件
　 ・標準型・・・　４件
　 ・簡易型・・・３４件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 3 － 3
維持修繕 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 4 0 4

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － 8 － － 8
維持修繕 － － 7 － － － 7
Ａｓ舗装 － － － 2 － － 2
鋼橋上部 － － 1 － － － 1
通信設備 － － 1 － － － 1
受変電設備 － － 1 － － － 1
機械設備 － － 1 － － － 1
建築 － － － 1 － － 1

計 0 0 11 11 0 0 22

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 11 － － － 11
建築 － 1 － － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 1 11 0 0 0 12

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・５４件
　　①一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　②総合評価落札方式（公示前）・・・ ８件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ７件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　２件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　３件

　　⑤一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・４１件

　　　【標準型】・・・ ３７件
　　　【簡易型】・・・ ４件

　　⑥総合評価落札方式（入札前）・・・ ０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　０件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計 備考



３月５日（第４１回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 倉吉
道
路 国道９号深浦

ふ か う ら

橋
ば し

外補修工事 維持修繕 －
・深浦橋補修　１式
・旭橋補修　１式

伸縮装置取替工及びA1橋台胸壁
改修工は、幹線道路である国道９
号を片側交互通行規制しての工事
であるため、施工中の一般交通へ
の安全性向上が必要である。

2
月

83.9 79.0 15 15
一般交通への安全対
策

30 6 1 3 1 4 2 1 4.9 1 3月18日

2 日野川
海
岸

皆生海岸

富益
とみます

１号潜堤
せんてい

外
ほか

補強工事 一般土木 Ｃ

海岸捨石工　　約 100m3
Coブロック撤去・再据付工
（12ｔ）　約861個
沈下防止工　約 200m3
洗掘防止工 約 7 500m3

既設海岸潜堤ブロックを一端撤去
し、捨石の補充、洗掘防止マット等
を敷設して、潜堤ブロックを再据付
する工事であり、海象条件が厳し
い皆生海岸における潜堤補強施

１
月

89.4 84.0 15 15
潜堤補強施工の
品質確保

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 2月26日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

洗掘防止工  約 7，500m3 い皆生海岸における潜堤補強施
工の品質確保が重要である。

3 日野川
砂
防

大山砂防

吉原
よしはら

砂防堰堤
えんてい

改良工事
一般土木 Ｃ

コンクリート砂防堰堤本体工
鋼製枠格子スリット 一式
（約181ｔ）
構造物撤去工  約 2，700ｍ3

既設コンクリート砂防堰堤の中央
部を切断し、格子型鋼製砂防堰堤
に改良する工事であり、コンクリー
トの取り壊し及び鋼製スリット部材
の組立・据付の品質確保が重要で
ある。

１
月

89.4 84.0 15 15

堰堤本体工における
コンクリート取り壊し
及び鋼製スリットの組
立・据付の品質確保

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 3月3日

日野川
海
岸

皆生海岸
皆生２号施設改良第２工事

一般土木 Ｃ

海岸捨石工　6，000m3
Coブロック据付工（16ｔ,34ｔ）
約305個
沈下防止工　約 2，000m3
洗掘防止工  約 1，500m3

既設離岸堤に隣接して、洗掘防止
マット、沈下防止マットを敷設し、捨
石を投入した後、被覆ブロック及び
クレスト型ブロックを据付する工事
であり、海象条件が厳しい皆生海
岸における既設離岸堤に隣接した
海岸ブロック据付施工の品質確保
が重要である。

１
月

89.4 84.0 15 15
既設離岸堤に隣接し
た海岸ブロック据付施
工の品質確保

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 3月5日



 ３月５日（第４１回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

津ノ井バイパス
西大路横断歩道橋鋼上部工事
【再公告】
【見積を活用し予定価格を作成
する発注方式】

鋼橋上部
A
・
B

横断歩道橋上部工
N=1橋

本工事は、一般国道29号津ノ井バイパス
のうち、鳥取市西大路地内において横断
歩道橋の上部工事を行うものであり、輸
送、架設時には塗膜に傷が付きやすいた
め、傷を付けない工夫や段取りなど十分な
配慮が必要な工事である。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
輸送及び架設時に
おける部材の塗膜損
傷防止と補修

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月10日

2 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
毛谷第４改良工事

一般土木
C
・
D

掘削工V=15,000m3
仮橋撤去工　一式

本工事は、地すべり箇所であり、切土
法面の保護等、現場条件を踏まえた
適切な施工管理は施工中の安全確保
する上で重要である。

１
月

71.8 68.0 15 15 15

林道と兼用する工事
用道路を利用する一
般交通（主に林業関
係者）への安全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 2月25日

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

3 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
毛谷第５改良工事

一般土木
C
・
D

補強土壁工 A= 800m2

本工事は、志戸坂峠道路において補
強土壁（ジオテキスタイル）を施工する
ものであり、補強土壁の品質管理が重
要である。

１
月

71.8 68.0 15 15 15
補強土壁施工時の
盛土の品質確保に
配慮すべき事項

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 2月26日

4 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
志戸坂トンネル管路工事
【再公告】

一般土木
C
・
D

配管（φ150）　L=1700m

本工事は、志戸坂トンネル内において
歩道部に非常用設備の送水管を敷設
するものであり、一般歩行者の安全確
保に配慮する必要がある。

１
月

71.8 68.0 15 15 15

管路、消火栓設備を
トンネル内に運搬及
び設置する際の歩行
者・自転車交通の安
全確保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 3月2日

5 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
細川地区改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

地盤改良工（浅層混合処
理工）　A=3,500m2

浅層混合処理において、均一な改良
強度を構築するためには、改良体の品
質の確保が必要である。

１
月

71.8 68.0 15 15 15
浅層混合処理におけ
る改良体の品質確
保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 3月11日

6 鳥取
道
路 鳥取管内保守工事 維持修繕 - 道路維持工事　一式

鳥取河川国道事務所の鳥取国道維持
出張所管内における道路維持工事を
行うものである。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
除雪作業における
作業上の留意事項
及び連絡体制

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月11日



 ３月５日（第４１回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

7 鳥取
道
路 郡家管内保守工事 維持修繕 - 道路維持工事　一式

鳥取河川国道事務所の郡家国道維持
出張所管内における道路維持工事を
行うものである。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
除雪作業における
作業上の留意事項
及び連絡体制

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月12日

8 鳥取
道
路 姫路鳥取線保守工事 維持修繕 - 道路維持工事　一式

鳥取河川国道事務所の鳥取南維持出
張所管内における道路維持工事を行
うものである。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
緊急時に対応する
ための待機場所や
連絡体制

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月15日

9 鳥取
道
路

国道５３号
栃本大橋橋梁補修工事

維持修繕 - 橋梁補修　一式
国道５３号栃本大橋における橋梁補修
工事を行うものである。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
工事中の一般車両
に対する安全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月18日

10 鳥取
道
路

国道９号
鳥取大橋耐震補強工事

維持修繕 - 橋梁耐震　一式
国道９号鳥取大橋における橋梁耐震
工事を行うものである。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
河川上（P3橋脚）に
おける飛散防止対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月17日

11 鳥取
道
路

国道２９号
岸野・須澄歩道設置工事
【再公告】

一般土木
C
・
Ｄ

岸野地区
　歩道設置　L=440m
須澄地区
　歩道設置　L=135m

本工事は、一般国道２９号八頭郡若桜
町岸野に歩道を新設する工事である。
国道２９号は交通量が多く、工事施工
時に片側交互通行規制を行う必要が
あるため、工事中の一般車両に対する
安全対策が重要となる。

１
月

71.8 68.0 15 15 15

工事中の片側交互
通行時の一般交通
に対する安全対策
(須澄工区)

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 3月5日

12 倉吉
道
路

東伯中山道路
梅田改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

１．掘削工　20,000m3
２．土砂運搬 20,000m3
３．ブロック張　600m2
４．ブロック積　1,200m2
５．法面整形工　6,000m2
６．法面復旧工　6,000m2

本工事の主体は工事用道路撤去に伴
う土砂運搬であるが、公道(運搬路）に
おける粉塵対策が重要である。

１
月

71.8 68.0 15 15 15
土砂運搬時における
公道の粉塵対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 2月25日
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工
事
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ラ
ン
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区
分

13 倉吉
河
川

天神川水系
流砂量観測設備工事

通信設備 -
流砂量観測機器設置
３箇所

本工事は天神川流域において流砂量
観測機器を設置するものであり、現地
の据付調整が重要となる。

1
2
月

66.3 63.0 15 15 15
掃流砂観測計の
据付・調整

6 1 3 1 4 2 1 3.3 2月23日

14 倉吉
道
路

東伯中山道路
東伯除雪基地外新築工事

建築
C
・
Ｄ

東伯除雪基地
　鉄骨造平屋建
　延べ床面積  550㎡
　　新築        1棟
    電気設備  1式
    機械設備  1式
湯梨浜待機所
　鉄骨造平屋建
　延べ床面積  100㎡
　　新築        1棟

電気設備 式

山陰道東伯中山道路における東伯除
雪基地･湯梨浜除雪基地待機所の新
築を行うものである｡

1
2
月

71.8 68.0 15 15 20
鉄骨工事の工事現
場における施工管理

3 3 4 2 4 1 1 3.8 2月24日

　　電気設備  1式
　　機械設備  1式

15 倉吉
道
路 国道９号倉吉東部保守工事 維持修繕 -

国道９号L=35.4km
山陰道10.3km
・道路維持　１式

一般国道９号の道路維持を行う工事で
あるため、交通規制を伴う作業が多
い。

2
月

66.3 63.0 15 15 15
一般交通への安全
対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月16日

16 倉吉
道
路 国道９号倉吉西部保守工事 維持修繕 -

国道９号L=33.0km
山陰道21.7km
・道路維持　１式

一般国道９号の道路維持を行う工事で
あるため、交通規制を伴う作業が多
い。

2
月

66.3 63.0 15 15 15
一般交通への安全
対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月16日

17 倉吉
道
路

東伯中山道路
上伊勢地区舗装工事
【再公告】

As舗装 Ｂ
Ｌ＝２．１ｋｍ
Ａ＝２１，０００ｍ２

東伯中山道路のうち上伊勢地区の舗
装工事であり、排水性舗装の骨材飛
散抑制が重要である。

2
月

71.8 68.0 15 15 15
排水性アスファルト
合材の骨材の飛散
抑制対策

6 1 3 1 4 2 1 5 3.8 3月8日

18 倉吉
道
路

東伯中山道路
　槻下舗装工事

As舗装 Ｂ

Ｌ＝６００ｍ
①車道舗装　Ａ＝3,000m2
②歩道舗装（表層・路盤）
Ａ＝1,500m2
③縁石工　　　Ｌ＝300m
④函渠工　　　　１式

本工事は、東伯中山道路起点部にお
ける舗装工事であり、通過交通の安全
対策が重要である。

2
月

71.8 68.0 15 15 15

オーバーレイ施工時
（夜間施工）の工事
区間外における通過
交通の安全対策

6 1 3 1 4 2 1 5 3.8 3月11日
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19 倉吉
砂
防

天神川野添５号
砂防堰堤付替道路工事

一般土木
C
・
Ｄ

林道付替　Ｌ＝約２００ｍ

本工事は、野添５号砂防堰堤事業に
係る付替林道工事である。施工ヤード
が狭い現場での補強土壁が主であり、
良好な出来形及び品質確保のために
施工計画が重要である。

2
月

71.8 68.0 15 15 15
補強土壁工の施工
計画について

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 3月15日

20 日野川
海
岸

皆生海岸
皆生離岸堤外補修工事

一般土木
C
・
Ｄ

海岸捨石工　約 100m3
Coブロック撤去・再据付工
（12ｔ）　約861個
沈下防止工　約 200m3
洗掘防止工　約 7，500m3

本工事は、既設離岸堤へのブロック補
修（追加据付）工事であり、ブロック据
付適期が、春～夏に限られるため、皆
生海岸の海象条件を考慮した施工が
重要である。

１
月

71.8 68.0 15 15 15
海象条件を考慮した
離岸堤ブロック据付
施工方法

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 3月2日

21 日野川
河
川

日野川堰
小水力発電設備工事

受変電設備 ー
小水力発電設備　１基

本工事は、日野川堰の呼び水水路内
に流水エネルギーを活用した小水力発
電設備の設置工事であり、現地におけ
る据付・調整の品質確保対策が重要
である。

１
月

66.3 63.0 15 15 15
現地における据付・
調整の品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月2日

22 殿ダム
河
川 殿ダム流木止設備工事 機械設備 －

流木止設備
製作・据付　一式

　本工事は、殿ダムにおいて袋川及び
神護川に流木止設備を設置する工事
である。
　据付時期について試験湛水の影響
が考えられるため、製作・据付それぞ
れにおいて水位変動への対応が重要
となってくる。

２
月

66.3 63.0 15 15 15 急傾斜地での据付 6 1 3 1 4 2 1 3.3 3月10日
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1 鳥取 道路 津ノ井外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

津ノ井バイパスにおける用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

１
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月8日

企業の技術力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧
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②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

2 鳥取 道路
古海地区外伐採工事
【再公告】

維持修繕 - 伐木工　A=約24,000m2

鳥取西道路における伐採工事であ
る。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

１
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月11日

3 鳥取 道路
志戸坂峠道路
志戸坂トンネル電気室その他新築工事
【再公告】

建築
C
・
D

志戸坂トンネル
　　　　電気室　　１棟
　　　　ポンプ室　１棟

志戸坂峠道路におけるポンプ室及び
電気室の新築工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

１
月

56.4 15 15 4 4 4 6 4 2 2.4 2月19日

4 鳥取 道路 鳥取自動車道鳥取整備工事 維持修繕 － 用地管理工事　１式

本工事は中国横断自動車道姫路鳥
取線のうち、河原ＩＣ～鳥取ＩＣ間の
用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

１
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月3日

5 倉吉 道路
東伯中山道路
梅田地区標識工事
【再公告】

維持修繕 －

Ｌ＝５．２６ｋｍ
　小型標識（単柱）　４９基
　小形標識（複柱）　　１基
　大型標識（Ｔ型） 　　４基
　大型標識（Ｆ型） 　２０基
　距離標　　　      １４３基

東伯中山道路のうち梅田地区におけ
る標識設置工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月2日

6 倉吉 道路 大谷地区用地管理工事 維持修繕 －

　道路土工　１式
　排水構造物工　１式
　舗装工　１式
　防護柵工　１式
　道路付属物工　１式
　除草工　１式
　構造物撤去工　１式
　仮設工　１式

東伯中山道路のうち大谷地区におけ
る用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月11日
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合
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公
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時
期

（
月

）

7 倉吉 道路 赤崎地区用地管理工事 維持修繕 －

　道路土工　１式
　排水構造物工　１式
　舗装工　１式
　防護柵工　１式
　道路付属物工　１式
　除草工　１式
　構造物撤去工　１式
　仮設工　１式

東伯中山道路のうち赤碕地区におけ
る用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月2日

8 倉吉 道路 上伊勢地区用地管理工事 維持修繕 －

　道路土工　１式
　排水構造物工　１式
　舗装工　１式
　防護柵工　１式
　道路付属物工　１式
　除草工　１式

東伯中山道路のうち上伊勢地区にお
ける用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月4日

　構造物撤去工　１式
　仮設工　１式

工事である。

9 倉吉 道路 松谷地区用地管理工事 維持修繕 －

　道路土工　１式
　排水構造物工　１式
　舗装工　１式
　防護柵工　１式
　道路付属物工　１式
　除草工　１式
　構造物撤去工　１式
　仮設工　１式

東伯中山道路のうち松谷地区におけ
る用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月16日

10 倉吉 道路
東伯中山道路
東伯地区防草対策工事

維持修繕 －
Ｌ＝6km
防草対策工　20,000m2
ﾌﾞﾛｯｸ張　900m2

東伯中山道路のうち東伯地区におけ
る防草対策工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月2日

11 倉吉 道路
東伯中山道路
赤碕地区防草対策工事

維持修繕 －
Ｌ＝6km
防草対策工　20,000m2
ﾌﾞﾛｯｸ張　200m2

東伯中山道路のうち東伯地区におけ
る防草対策工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月4日

12 倉吉 道路
東伯中山道路
槻下排水路整備工事

維持修繕 －

Ｌ＝425m
側溝　350m
管渠工　50m
張ｺﾝｸﾘｰﾄ　700m2

本工事は、東伯中山道路のうち起点
部分の排水対策工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

2
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 3月11日
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 倉吉
道
路 名和淀江道路遮音壁設置工事 維持修繕 -

工事延長L=500m
・遮音壁設置工（H=2～3m)
L=500m

遮音効果を確保する点から基礎及び本体工の施
工精度を確保する必要がある。

2 倉吉
道
路

国道９号
新日野橋伸縮装置設置他工事

維持修繕 －

工事延長　L=387m
伸縮装置　縦目地　L=386m
伸縮装置　横目地　L=44m
橋面舗装　A=1700m2
歩道舗装　A=1800m2
区画線 一式

一般国道９号米子市吉岡から車尾地内における
新日野橋の伸縮装置設置等を行う工事であり、特
に伸縮装置（縦目地）の施工管理が重要となる。

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

区画線　　 式
構造物撤去工　一式
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 倉吉 道路 大山用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

中山名和道路～名和淀江道路におけ
る用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

2 倉吉 道路
国道９号
倉吉管内区画線工事

塗装 -

溶融式区画線
Ｌ＝約１８，０００ｍ
ペイント式区画線
Ｌ＝約２０，０００ｍ
区画線消去
Ｌ＝約５００ｍ

倉吉河川国道事務所管内における区
画線工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

3 倉吉 道路
国道９号
倉吉管内道路付属物設置工事

維持修繕 -

路側防護柵　L=約１，８００ｍ
防止柵　一式
標識工　一式
道路付属物　一式
構造物撤去工　一式

倉吉河川国道事務所管内における道
路付属物設置工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。
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実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
鳥取西道路
本高第１高架橋詳細設計業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取市本高地内
において計画されている一
般国道9号鳥取西道路本高
高架橋を延伸するため、延
伸部分である本高第１高架
橋の詳細設計を行う業務で
ある。

既に設計が完了している
連続高架橋の延伸に伴う
設計上の留意点について

企業の経験・能力

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

テーマ１の
提案内容

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

合
 
 

計

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

テーマ２の
提案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録

等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事
項

）

業
務
概
要

★　公示前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー

マ

公
示

（
月

）

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

落札者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フ

ロー・工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

2 鳥取
鳥取西道路
青谷地区外測量設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号鳥取西道路のうち
鳥取県鳥取市下坂本地区～鳥取市青谷地
区における、測量及び道路設計、一般構造
物設計を行うものである。

3 鳥取
鳥取管内歩道設計他業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内におい
て、交通安全対策工事の測量、設計を行う
業務である。

4 鳥取
毛谷地区斜面観測業務
価格点と技術点の比率　１：１

地質調査業務

本業務は、一般国道３７３号志戸坂峠道路・
毛谷地区において、トンネル坑内変位観測
機器・地山変位観測機器を活用したデータ
観測及び機器保守点検を行うものである。

5 日野川
砂防自然環境調査業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、大山砂防区域において自然環境
調査の一環としての植物調査、工事前後の
モニタリング調査及び保全対策調査を行うも
のである。

6 日野川
日野川水系底生動物外調査業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、河川水辺の国勢調査の一環とし
て、日野川水系において底生動物、動植物
プランクトンの生息実態調査を行うものであ
る。

7 日野川
日野川流砂量調査業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川水系において流砂量の観
測、データのとりまとめ及び観測計器の点検
等を行うものである。

8 殿ダム
袋川観測業務
価格点と技術点の比率　１：１

測量業務
本業務は、千代川水系袋川において低水流
量観測等を行うものである。

業
務
成
績

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

公
示

（
月

）

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

予定技術者の経験・能力

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

合
 
 

計

予定担当者の経験・能力

保
有
資
格

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

保
有
資
格

業
務
成
績

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
理
解
度

実
施
手
順

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥

当
性 合

 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

照査技術者の経験・能力

実施方針及びヒアリング

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 日野川
菅沢ダム下流
環境調査検討他業務

土木関係建設
コンサルタント業務

菅沢ダムでは、取水放流施設工
事に伴い、ダム湖低層水の放流
による下流河川の水質及び生物
環境への影響を調査するととも
に、濁水対策等の検討を行うもの
である。

下流河川の水質及び生物
環境への影響調査の着目
点及び調査手法について

2 日野川
日野川水系
河川整備計画検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川水系河川整備
計画の策定に当たり、原案に対
する意見聴取のための資料作
成、計画案の検討等を行うもので
ある。

住民感覚を意識したわかり
やすい整備計画策定のた
めの方策

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績 成績・表彰資格・実績

公
示

（
月

）

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性
実施方針・実施フ

ロー・工程等

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

業
務
概
要

テーマ１の提案内容

整
合
性 テーマ２の提

案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）



平成２２年３月５日　第４１回鳥取県部会

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 鳥取
千代川流域における
気候変動適応対策検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

千代川水系における
気候変動による影響を
整理し、今後の適応策
を検討する。

千代川流域の地域特
性を踏まえたソフト的
な適応策の検討方法
について

2 鳥取
鳥取西道路
古海トンネル詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

鳥取市古海地内において計
画されている一般国道9号鳥
取西道路古海トンネルの詳
細設計を行う業務である。

低土被りの山岳トンネ
ルにおける設計上の
留意点について

3 倉吉
倉吉管内道路行政
マネジメント検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、倉吉河川国道事
務所が実施する道路事業に
関して、交通状況、社会経済
状況、企業立地動向を整理
し、道路整備がもたらす地域
社会への影響や効果の把握
を行うものである。

 新日野橋拡幅工事
の整備効果の検討・と
りまとめ実施方針

No

★　公示前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別

公
示

（
月

）

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
の
有
無

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）
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的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
鳥取道路管理支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

各種占用申請の審査、指導支
援、境界確認審査、現地立会
支援の審査支援

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

本業務における守秘性、
中立・公平性の確保に
ついて

3
月
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

2 鳥取
鳥取情報管理業務 土木関係建設

ＣＣＴＶによる道路施設、交通
流の監視、気象、事故、災害

事故、災害、異常気象
時等における道路情報

道路情報管理に対する
留意点とその対応につ

3
月

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

◆　入札前審査  【一般競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー
マ
　
２

開
札
日

No

事
務
所
名

業
務
名

技術評価点を算出するための基準

表
彰
経
験

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フロー・

工程等
予定担当技術者の経験・能力

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

テーマ２の
提案内容

業
務
種
別

評
価
テ
ー
マ
　
１

実
施
手
順

業
務
概
要

地
域
精
通
度

業
務
内
容
の
理
解
度

合
 
 

計

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

テーマ１の
提案内容

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

2 鳥取
価格点と技術点の比率　１：２ コンサルタント業務 等に関する情報の収集、道路

情報板等の情報入力
管理の実施方針につい
て

留意点とその対応につ
いて

5
日

5 5 5 10 20 5 10 5 10 5 80

3 鳥取
千代川河川巡視支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

千代川直轄管理区間の適正
管理を図るための河川巡視

効率的な不法行為確認
手法について

効率的な河川管理施設
の維持状況の確認手法
について

3
月
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

4 鳥取
鳥取河川工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

千代水・河原出張所管内にお
ける工事の立会・品質検査の
実施、工事のための各種資料
等の作成

監督支援における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

5 鳥取
鳥取東監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

駟馳山分室・鳥取南維持にお
ける工事の立会・品質検査の
実施、工事のための各種資料
等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

6 鳥取
鳥取西監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

鳥取西分室における工事の立
会・品質検査の実施、工事の
ための各種資料等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

7 鳥取
鳥取管内
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

鳥取国道維持出張所管内に
おける工事の立会・品質検査
の実施、工事のための各種資
料等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

郡家国道維持出張所管内 3

8 鳥取
郡家管内
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

郡家国道維持出張所管内に
おける工事の立会・品質検査
の実施、工事のための各種資
料等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80
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的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

◆　入札前審査  【一般競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー
マ
　
２

開
札
日

No

事
務
所
名

業
務
名

技術評価点を算出するための基準

表
彰
経
験

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フロー・

工程等
予定担当技術者の経験・能力

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

テーマ２の
提案内容

業
務
種
別

評
価
テ
ー
マ
　
１

実
施
手
順

業
務
概
要

地
域
精
通
度

業
務
内
容
の
理
解
度

合
 
 

計

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

テーマ１の
提案内容

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

9 鳥取
鳥取機械工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

機械工事における工事の立
会・品質検査の実施、工事の
ための各種資料等の作成

監督支援における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

10 鳥取
鳥取電気通信
工事監督支援業務

土木関係建設
電気通信工事における工事の
立会・品質検査の実施 工事

監督支援における留意
本業務に関する守秘
性 中立・公平性の確保

3
月
1 5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 8010 鳥取 工事監督支援業務

価格点と技術点の比率　１：２
コンサルタント業務 立会・品質検査の実施、工事

のための各種資料等の作成
点について

性、中立・公平性の確保
について

1
5
日

5 5 5 10 20 5 10 5 10 5 80

11 鳥取
鳥取改築他積算技術業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

工事発注用図面、数量計算
書、積算資料、積算データの
作成

積算における留意点に
ついて

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

12 鳥取
鳥取・倉吉施設支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

建築関係建設
コンサルタント業務

鳥取及び倉吉河川国道事務
所管内における土木営繕工事
の監督支援、各種資料の作成
及び積算に必要な資料の作成

監督支援における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

13 倉吉
天神川
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川出張所管内における工
事の立会・品質検査の実施、
工事のための各種資料等の
作成

監督支援における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

14 倉吉
東伯地区改築
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

東伯監督員詰所における工事
の立会・品質検査の実施、工
事のための各種資料等の作
成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

15 倉吉
赤碕地区改築
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

東伯監督員詰所における工事
の立会・品質検査の実施、工
事のための各種資料等の作
成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

名和監督員詰所 おける 事 3

16 倉吉
名和地区改築
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

名和監督員詰所における工事
の立会・品質検査の実施、工
事のための各種資料等の作
成

監督支援における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80
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評
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ー
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No
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務
所
名

業
務
名

技術評価点を算出するための基準
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彰
経
験
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工程等
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保
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同
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・
類
似
業
務
の
経
験

そ
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他
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代
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、
重
要
な
指
摘
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項

）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
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件

テーマ１の
提案内容

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

17 倉吉
羽合国道
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

羽合国道維持出張所管内に
おける工事の立会・品質検査
の実施、工事のための各種資
料等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

18 倉吉
倉吉電気通信
工事監督支援業務

土木関係建設

事務所管内における電気通信
工事の立会・品質検査の実 監督支援における留意

本業務に関する守秘
性 中立・公平性の確保

3
月
1 5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 8018 倉吉 工事監督支援業務

価格点と技術点の比率　１：２
コンサルタント業務 施、工事のための各種資料等

の作成
点について

性、中立・公平性の確保
について

1
2
日

5 5 5 10 20 5 10 5 10 5 80

19 倉吉
天神川河川巡視支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川直轄管理区間の適正
管理を図るための河川巡視

効率的な不法行為確認
手法について

効率的な河川管理施設
の維持状況の確認手法
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

20 倉吉
倉吉河川国道事務所
道路管理支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

各種占用申請の審査、指導支
援、境界確認審査、現地立ち
会い支援、道路附属物損傷復
旧事故事務処理支援、道路情
報板・工事規制等の情報入力

繁忙期における業務対
応方針について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

21 倉吉
倉吉河川国道事務所
道路情報管理業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

関係機関からの情報の受理・
連絡、ＣＣＴＶによる道路施設、
交通流の監視、気象、事故、
災害等に関する情報の収集、
道路情報板・工事規制等の情
報入力

事故、災害、異常気象
時における道路情報管
理の実施方針について

道路情報管理に対する
留意点とその対応につ
いて

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

22 倉吉
倉吉河川国道事務所
特車申請支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

特殊車両通行許可申請の審
査・指導・照会に関する業務

繁忙期における業務対
応方針について

本業務における実施方
針及び専門技術力につ
いて

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

23 日野川
日野川河川巡視支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント
業務

日野川、法勝寺川及び皆生海
岸の直轄区間の適正管理を
図るための河川、海岸巡視業
務支援

効率的な不法行為確認
手法について

効率的な河川管理施設
の維持状況の確認手法
について

3
月
5
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

3

24 日野川
菅沢ダム管理支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント
業務

菅沢ダムの適正管理を図るた
めのダム管理及び巡視支援

出水時及び渇水時のダ
ム運用手法について

日常管理におけるダム
監視手法(点検・巡視）に
ついて

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80



平成２２年３月５日　第４１回鳥取県部会

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

◆　入札前審査  【一般競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー
マ
　
２

開
札
日

No

事
務
所
名

業
務
名

技術評価点を算出するための基準

表
彰
経
験

評価テーマに対する技術提案
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整
合
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25 日野川
菅沢ダム監視支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント
業務

菅沢ダムの適正管理を図るた
めのダム監視支援

日常管理におけるダム
監視手法（機器監視・巡
視）について

異常気象時（出水・地震
等）及び設備異常時の
連絡体制について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

26 日野川
日野川出張所工事監督支援業務

土木関係建設
コンサルタント

日野川出張所管内における工
事の立会 品質検査の実施及

監督支援における留意
業務が集中する時期に
おける履行確保の体制

3
月
1 5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 8026 日野川

価格点と技術点の比率　１：２
コンサルタント
業務

事の立会、品質検査の実施及
び各種資料等の作成。

点について
おける履行確保の体制
について

1
2
日

5 5 5 10 20 5 10 5 10 5 80

27 日野川
日野地区工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント
業務

大山砂防監督官詰所及び菅
沢ダム管理支所における工事
の立会、品質検査の実施及び
各種資料等の作成。

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

28 日野川
日野川積算技術業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント
業務

日野川河川事務所工務課及
び菅沢ダム管理支所の工事
発注用図面、数量計算書、積
算資料、積算データの作成。

積算における留意点に
ついて

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

29 殿ダム
殿ダム機械工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

機械工事における工事の立
会・品質検査の実施、工事の
ための各種資料等の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

30 殿ダム
殿ダム付替道路
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

殿ダム監督員詰所における工
事の立会・品質検査の実施、
工事のための各種資料等の
作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

31 殿ダム
殿ダム電気通信設備
工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

電気通信設備工事における工
事の立会・品質検査の実施、
工事のための各種資料等の
作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

殿ダム 事事務所管内 おけ 3

32 殿ダム
殿ダム工事事務所
施設支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

建築関係建設
コンサルタント業務

殿ダム工事事務所管内におけ
る土木営繕工事の監督支援、
各種資料の作成及び積算に
必要な資料の作成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80
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33 殿ダム
殿ダム本体工事監督支援業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

殿ダム本体工事における工事
の立会・品質検査の実施、工
事のための各種資料等の作
成

監督支援における留意
点について

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

34 殿ダム
殿ダム本体監理業務 土木関係建設

殿ダム本体工事における工事
の立会・品質検査の実施、工 監督支援における留意

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制

3
月
1 5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 8034 殿ダム

価格点と技術点の比率　１：２ コンサルタント業務 事のための各種資料等の作
成

点について
おける履行確保の体制
について

1
2
日

5 5 5 10 20 5 10 5 10 5 80

35 殿ダム
殿ダム積算技術業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

付替道路工事における工事発
注用図面、数量計算書、積算
資料、積算データの作成

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

36 殿ダム
殿ダム積算業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設
コンサルタント業務

本体工事における、工事発注
用図面、数量計算書、積算資
料、積算データの作成

業務が集中する時期に
おける履行確保の体制
について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80

37 殿ダム
殿ダム技術審査業務
価格点と技術点の比率　１：３

土木関係建設
コンサルタント業務

技術評価資料、総合評価審査
委員会の資料作成

技術審査における留意
点について

本業務に関する守秘
性、中立・公平性の確保
について

3
月
1
2
日

5 5 － 5 － － － － － － 10 20 － 5 10 5 10 5 80
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38 鳥取
鳥取工務第二課
技術支援業務
価格点と技術点の比率 １ １

土木関係建設
コンサルタント業務

工務第二課における地元協議資料、関係機
関協議用資料の作成等

3
月
1
2

10 10 5 － － － － － － － － － － － － 20 30 75
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◆　入札前審査　【一般競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　
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実施方針等

総
合
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査
委
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会
　
重
点
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開
札
日

同
種
類
似
経
験

予定技術者の経験・能力

業
務
成
績

落札者を決定するための評価項目

価格点と技術点の比率　１：１
関協議用資料 作成等 2

日

39 鳥取
鳥取道路管理第二課
技術支援業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

道路管理第二課における地元協議資料、関
係機関協議資料作成等

3
月
1
5
日

10 10 5 － － － － － － － － － － － － 20 30 75

40 日野川
日野川河川事務所
工務課技術支援業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

日野川河川事務所工務課における工事等
の各種技術資料の作成、整理。

3
月
1
2
日

10 10 5 － － － － － － － － － － － － 20 30 75

41 日野川
日野川河川事務所
調査・品質確保課技術支援業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設
コンサルタント業務

日野川河川事務所調査・品質確保課におけ
る調査・計画等の各種技術資料の作成

3
月
1
2
日

10 10 5 － － － － － － － － － － － － 20 30 75
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